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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月1日(2019.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
動物飼料のための脂肪酸組成物であって、
前記脂肪酸組成物が脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含み、
前記脂肪酸成分が、少なくとも５０質量％の遊離パルミチン酸を含み、
前記界面活性剤成分と前記脂肪酸成分との質量／質量比率が、約１：１００～約１：１で
あり、
前記脂肪酸組成物が４０℃以上で融解し、
前記脂肪酸成分が４５以下のヨウ素価を有し、
前記脂肪酸組成物が、プリル化された固体ビーズ又は固体フレークとして成形される、
脂肪酸組成物。
【請求項２】
前記固体ビーズが外部層及び内部コアを含み、前記外部層中の前記界面活性剤成分のパー
センテージが、前記内部コア中の前記界面活性剤成分のパーセンテージと実質的に同じで
あるか、前記内部コア中の前記界面活性剤成分のパーセンテージより高いか、又は前記内
部コア中の前記界面活性剤成分のパーセンテージ未満である、請求項１に記載の脂肪酸組
成物。
【請求項３】
前記固体ビーズが外部層及び内部コアを含み、前記外部層中の前記脂肪酸成分が、前記内
部コア中の前記脂肪酸成分と異なる、請求項１に記載の脂肪酸組成物。
【請求項４】
前記脂肪酸組成物が、栄養剤又はキャリアをさらに含み、前記キャリアが多孔性キャリア
材料を含む、請求項１に記載の脂肪酸組成物。
【請求項５】
前記栄養剤が、抗酸化剤、生物活性剤、香味剤、着色剤、糖原性前駆体、ビタミン、ミネ
ラル、アミノ酸、微量元素、又はそれらの誘導体を含む、請求項４に記載の脂肪酸組成物
。
【請求項６】
前記生物活性剤が、プレバイオティクス剤、プロバイオティクス剤、又は抗微生物剤を含
む、請求項５に記載の脂肪酸組成物。
【請求項７】
前記界面活性剤成分が、レシチン、大豆レシチン、セファリン、ヒマシ油エトキシレート
、ソルビタンモノ－、ジ－、又はトリオレアート、ポリソルビタンモノ－、ジ－又はトリ
オレアート、タローエトキシレート、ラウリン酸、ポリエチレングリコール、カルシウム
ステアロイルジラクテート、グリセロールエステル、ポリグリセロールエステル、ソルビ
タンエステル、ポリソルビタンエステル、ポリエチレングリコールエステル、糖エステル
、モノ－、ジ－、又はトリグリセリド、アセチル化モノグリセリド、乳酸化モノグリセリ
ド、又はそれらの誘導体、ポリオキシエチレンステアレート、ポリソルベート、ポリオキ
シエチレンソルビタンモノラウレート、ポリオキシエチレンソルビタンモノオレアート、
ポリオキシエチレンソルビタンモノパルミテート、ポリオキシエチレンソルビタンモノス
テアレート、ポリオキシエチレンソルビタントリステアレート、アンモニウムホスファチ
ド、脂肪酸のナトリウム塩又はカリウム塩又はカルシウム塩、脂肪酸のマグネシウム塩、
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脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリド、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの
酢酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの乳酸エステル、脂肪酸のモノ
グリセリド及びジグリセリドのクエン酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセ
リドのモノアセチル酒石酸エステル及びジアセチル酒石酸エステル、脂肪酸のモノグリセ
リド及びジグリセリドの酢酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの酒石
酸エステル、脂肪酸のスクロースエステル、スクログリセリド、脂肪酸のポリグリセロー
ルエステル、ポリグリセロールポリリシノレエート、脂肪酸のプロパン－１，２－ジオー
ルエステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドと相互作用した熱酸化大豆油、ナ
トリウムステアロイル－２－ラクチラート、カルシウムステアロイル－２－ラクチラート
、ソルビタンモノステアレート、ソルビタントリステアレート、ソルビタンモノラウレー
ト、ソルビタンモノオレアート、ソルビタンモノパルミテート、ポリソルベート２０、ポ
リソルベート４０、ポリソルベート６０、又はそれらの誘導体を含む、請求項１に記載の
脂肪酸組成物。
【請求項８】
前記脂肪酸のナトリウム塩又はカリウム塩又はカルシウム塩が、蒸留パーム脂肪酸のナト
リウム塩又はカリウム塩又はカルシウム塩を含む、請求項７に記載の脂肪酸組成物。
【請求項９】
前記界面活性剤成分が、オレイン酸由来の界面活性剤、オレイン酸エステル由来の非イオ
ン界面活性剤、又はオレイン酸由来のイオン界面活性剤を含む、請求項１に記載の脂肪酸
組成物。
【請求項１０】
前記脂肪酸成分が、少なくとも９５質量％のパルミチン酸を含む、請求項１に記載の脂肪
酸組成物。
【請求項１１】
前記脂肪酸成分がステアリン酸を含む、請求項１に記載の脂肪酸組成物。
【請求項１２】
前記脂肪酸成分がオレイン酸化合物を含み、前記オレイン酸化合物が、遊離オレイン酸、
オレイン酸エステル、オレイン酸のモノ－、ジ－又はトリグリセリド、高オレイン酸油、
又はそれらの組み合わせを含み、前記高オレイン酸油が、４０質量％以上のオレイン酸含
量を有する、請求項１に記載の脂肪酸組成物。
【請求項１３】
前記脂肪酸成分が、約１質量％～約４０質量％のキャノーラ油を含む、請求項１に記載の
脂肪酸組成物。
【請求項１４】
動物飼料のための脂肪酸組成物を作製するための方法であって、
脂肪酸成分を界面活性剤成分と混ぜ合わせて、脂肪酸組成物を提供するステップ；
前記脂肪酸組成物を加熱して液体状にするステップ；及び
前記脂肪酸組成物を固体ビーズにプリル化するステップ
を含む、方法。
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